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○会議録

 これまでのワークショップと同様に、

本日の進め方

て、振り返り

 続いて

景観や動物に配慮した植栽樹種

案を合成した合成平面図（試案）が提示され、合成案に対して全体での討議が行われた。

 討議では、市民ワークショップの意見を前提に作成された合成案に肯定的な意見が出された一方、

「狭い検討範囲内でのゾーニングはそぐわない」、「ゾーニングにかかわらず全体

針を打ち出すべき」、「サクラは並木を作るより混植

れた。また、「パブリックコメントを実施して、広く市民の意見を聞くべき」との、検討過程につい

ての意見も出された。

 最後に、

クショップで提示する事、その後植栽計画についてパブリックコメントを実施する予定であることな

ど、今後のスケジュールについて連絡が行われた。
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配付資料  ： 議事次第
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      各班の植栽平面図（素案）、合成平面図（試案）
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ど、今後のスケジュールについて連絡が行われた。
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植 栽 計 画 市 民 ワ ー ク シ ョップ （第

20:15 

 

名（旭川市公園みどり課 3名、（株）建設技術研究所

植栽計画市民ワークショップ

各班の植栽平面図（素案）、合成平面図（試案）

後、ワークショップの目的と

また、前回ワークショップで出された意見

回ワークショップの意見を踏まえて事務局が作成した各班の植栽平面図（素案）や、

植栽密度の考え方等について資料説明がされた。その後、

案を合成した合成平面図（試案）が提示され、合成案に対して全体での討議が行われた。

討議では、市民ワークショップの意見を前提に作成された合成案に肯定的な意見が出された一方、

「狭い検討範囲内でのゾーニングはそぐわない」、「ゾーニングにかかわらず全体

した方が周囲と調和するのでは

れた。また、「パブリックコメントを実施して、広く市民の意見を聞くべき」との、検討過程につい

出され、これらの意見をさらに取り入れた修正案を次回ワー

クショップで提示する事、その後植栽計画についてパブリックコメントを実施する予定であることな

植 栽 計 画 市 民 ワ ー ク シ ョップ （第 3 回 ）

（株）建設技術研究所

植栽計画市民ワークショップ 説明資料

各班の植栽平面図（素案）、合成平面図（試案） 

後、ワークショップの目的と

また、前回ワークショップで出された意見

回ワークショップの意見を踏まえて事務局が作成した各班の植栽平面図（素案）や、

植栽密度の考え方等について資料説明がされた。その後、

案を合成した合成平面図（試案）が提示され、合成案に対して全体での討議が行われた。

討議では、市民ワークショップの意見を前提に作成された合成案に肯定的な意見が出された一方、

「狭い検討範囲内でのゾーニングはそぐわない」、「ゾーニングにかかわらず全体

した方が周囲と調和するのでは

れた。また、「パブリックコメントを実施して、広く市民の意見を聞くべき」との、検討過程につい

出され、これらの意見をさらに取り入れた修正案を次回ワー

クショップで提示する事、その後植栽計画についてパブリックコメントを実施する予定であることな

回 ） 会 議 録

（株）建設技術研究所 4名）

説明資料 

後、ワークショップの目的と全体スケジュール

また、前回ワークショップで出された意見や各自のプラン

回ワークショップの意見を踏まえて事務局が作成した各班の植栽平面図（素案）や、

植栽密度の考え方等について資料説明がされた。その後、

案を合成した合成平面図（試案）が提示され、合成案に対して全体での討議が行われた。

討議では、市民ワークショップの意見を前提に作成された合成案に肯定的な意見が出された一方、

「狭い検討範囲内でのゾーニングはそぐわない」、「ゾーニングにかかわらず全体で動物に配慮する方

した方が周囲と調和するのでは」等の意見も出さ

れた。また、「パブリックコメントを実施して、広く市民の意見を聞くべき」との、検討過程につい

出され、これらの意見をさらに取り入れた修正案を次回ワー

クショップで提示する事、その後植栽計画についてパブリックコメントを実施する予定であることな

会 議 録  

名） 

スケジュール、

や各自のプランについ

回ワークショップの意見を踏まえて事務局が作成した各班の植栽平面図（素案）や、

植栽密度の考え方等について資料説明がされた。その後、各班の素

案を合成した合成平面図（試案）が提示され、合成案に対して全体での討議が行われた。 

討議では、市民ワークショップの意見を前提に作成された合成案に肯定的な意見が出された一方、

で動物に配慮する方

」等の意見も出さ

れた。また、「パブリックコメントを実施して、広く市民の意見を聞くべき」との、検討過程につい

出され、これらの意見をさらに取り入れた修正案を次回ワー

クショップで提示する事、その後植栽計画についてパブリックコメントを実施する予定であることな

、

につい

回ワークショップの意見を踏まえて事務局が作成した各班の植栽平面図（素案）や、

各班の素

討議では、市民ワークショップの意見を前提に作成された合成案に肯定的な意見が出された一方、

で動物に配慮する方

」等の意見も出さ

れた。また、「パブリックコメントを実施して、広く市民の意見を聞くべき」との、検討過程につい

出され、これらの意見をさらに取り入れた修正案を次回ワー

クショップで提示する事、その後植栽計画についてパブリックコメントを実施する予定であることな



 

 

■ 色彩豊かで、バリエーションをもたせる植栽計画だと思う
■ この案で良いと思いますが、「文学の小径」はかたいので
だとか「四季の小径」などやわらかい方が良いと思う。

■ 合成案で！但し在来種のみで構成すべき（外来種は
■ 針葉樹はあまり使って欲しくない。
■ サクラを階段周辺に植える必要がわからない。周辺の景観と合わない、他
のゾーンに点在させてはどうか

■ ツル類などは都市公園には必要なし、樹木にとっては害あるのみ
■ 種類にもよるが、多様性の観点からも、つる植物が少しくらいあってもよ
い。 

■ 種からその場で芽吹き成長させるゾーンがない
■ 河原に
土の木を知る機会が減ってしまうと思う。

■ 木に来る小動物や
■ 安全管理の面からも大木のドロノキは切ったほうがよい
■ 移植木の
■ 樹木の移植は
■ きちっとしたゾーニングは無理であり、具体的な樹種、花、色（四季別で
も良いが）を示したほうがわかりやすい。

■ ゾーン区分をした方がわかりやすい。
■ 雌雄異株の種があるが、雌雄の差を考慮し
■ 予算はまだついていないというがすでに伐採されている木があり、その費
用は市から支出されているのではないか。
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